
右の図は 1
4
の円において、線分AQを軸とし
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Pて三角形OQAを折り返したとき、点Oが 1
4
の

円周上の点 Pと重なった図である。このとき印
をつけた角の大きさを求めなさい。

右の図は、正方形ABCDの外側に、正方形の A
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一辺と同じ長さをもつ正三角形を BC、CD で
ぴったり重なるようにくっつけた図形です。こ
のとき、印を入れた角の大きさを求めさない。
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